
　 （　　）50（偕行　令和 6 年 3 ・ 4 月号）

さ
れ
る
派
遣
地
域
、
連
絡
先
を
偕
行
社
事
務
局

ま
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
遺
骨
収

集
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

偕
行
社　

　

電
話
番
号
：
03
─

6
3
8
0
─

0
6
2
3

　

F
A
X
番
号
：
03
─

6
3
8
0
─

0
6
2
4

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

　

kaikoinfo@
m
ild.ocn.ne.jp

お

詫

び

と

訂

正

　

1
・
2
月
号
別
冊
で
2
カ
所
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

⑴　

公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
施
行
規
程

第
5
条
2　

→　

文
章
を
一
部
入
れ
替
え
、
実

線
を
加
え
る
。

（
正
）
こ
の
法
人
は
、
各
事
業
年
度
に
係
る
事

業
報
告
及
び
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
正
味

財
産
増
減
計
算
書
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
を
作
成
し
、
10
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
誤
）
こ
の
法
人
は
、
各
事
業
年
度
に
係
る
計

算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
）
及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
を
作
成
し
、
10
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑵　

公
益
財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
会
員
規
程

第
5
条
3　

→　

文
章
の
重
複
部
分
の
削
除

（
正
）
普
通
会
員
、
家
族
会
員
及
び
賛
助
会
員

の
退
会
は
、
施
行
規
程
第
61
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、い
つ
で
も
、行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
誤
）
普
通
会
員
、
家
族
会
員
及
び
賛
助
会
員

の
退
会
は
、
施
行
規
程
第
61
条
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、い
つ
で
も
、行
う
こ
と
が
で
き
る
。

普
通
会
員
、
家
族
会
員
及
び
賛
助
会
員
の
入
会

及
び
退
会
は
、
施
行
規
程
第
61
条
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
、
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

以
上
2
カ
所
に
つ
き
ま
し
て
、
お
詫
び
し
訂

正
し
ま
す
。

ご

寄

付

の

紹

介

　

こ
の
度
、
次
の
方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
付

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ

て
頂
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
津
治
為　

様
（
賛
助
会
員
）　

30
万
円

陸
士
第
61
期
生
会　

様　
　
　
　

80
万
円

富
岡
孝
利　

様
（
賛
助
会
員
）　

10
万
円

下
山
郁
子　

様
（
賛
助
会
員
）　

2
千
円

　

令
和
6
年
1
月
8
日
（
月
）
偕
行
社
は
今
年

最
初
の
行
事
で
あ
る
新
春
靖
國
神
社
参
拝
と

賀
詞
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
30
分
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
参

拝
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
12
時
に
靖
國
会
館
「
偕

行
の
間
」
に
場
所
を
移
し
、
賀
詞
交
換
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
、
佐

藤
正
久
参
議
院
議
員
、
小
田
原
潔
衆
議
院
議
員

秘
書
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
関
係
者
、
協
力
諸
団

体
に
ご
出
席
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
有
志

等
を
合
わ
せ
約
1
4
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
元
日
に
能
登
半
島
地
震
、
2
日
に
は

羽
田
空
港
で
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

全
員
で
黙
祷
を
行
い
、
国
歌
斉
唱
、
理
事
長
挨

拶
、
来
賓
挨
拶
、
祝
電
披
露
（
中
谷
真
一
衆
議

院
議
員
等
）
の
後
、
陸
軍
士
官
学
校
58
期
萩
小

田
廣
男
氏
の
乾
杯
で
賀
詞
交
換
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
久
々
に
旧
交
を
温
め
、
今
年
1
年
の

健
勝
を
祈
念
し
散
会
し
ま
し
た
。

国歌斉唱を行う出席者一同

新
春
靖
國
神
社
参
拝

及
び
賀
詞
交
換
会

編
集
委
員
会
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